
(57)【要約】
【課題】ゲル化剤として汎用的なイソブチレン－無水マレイン酸共重合物のアンモニウム
塩とポリアミン類を用い、かつ、室温でのゲル化が可能で加熱による香料の劣化がなく、
香り立ちが良好で、経時的にも微生物等によるゲルの劣化や黄変が抑制された透明ゲル状
芳香剤の提供。
【課題の解決手段】香料ならびにこれの可溶化剤、イソブチレン－無水マレイン酸共重合
物のアンモニウム塩を２．０～５．０重量％、これの架橋剤としてのポリアミンを０．１
０～０．７０重量％、有機酸及び／又は有機酸の塩を０．１～２．０重量％、及び水を含
有するとともに、前記イソブチレン－無水マレイン酸共重合物のアンモニウム塩と前記ポ
リアミンの配合比が重量比で１００：４～１００：２５であり、しかもｐＨが５～７に調
整された組成物をゲル化せしめてなる透明ゲル状芳香剤。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
香 料 な ら び に こ れ の 可 溶 化 剤 、 イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 の ア ン モ ニ ウ ム 塩
を ２ ． ０ ～ ５ ． ０ 重 量 ％ 、 こ れ の 架 橋 剤 と し て の ポ リ ア ミ ン を ０ ． １ ０ ～ ０ ． ７ ０ 重 量 ％
、 有 機 酸 及 び ／ 又 は 有 機 酸 の 塩 を ０ ． １ ～ ２ ． ０ 重 量 ％ 、 及 び 水 を 含 有 す る と と も に 、 前
記 イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 の ア ン モ ニ ウ ム 塩 と 前 記 ポ リ ア ミ ン の 配 合 比 が
重 量 比 で １ ０ ０ ： ４ ～ １ ０ ０ ： ２ ５ で あ り 、 し か も ｐ Ｈ が ５ ～ ７ に 調 整 さ れ た 組 成 物 を ゲ
ル 化 せ し め て な る こ と を 特 徴 と す る 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
有 機 酸 及 び ／ 又 は 有 機 酸 の 塩 が 、 ク エ ン 酸 、 乳 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 及 び こ れ ら の ナ ト リ ウ ム 塩
か ら 選 ば れ た １ 種 又 は ２ 種 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤
。
【 請 求 項 ３ 】
香 料 の 可 溶 化 剤 が ノ ニ オ ン 系 界 面 活 性 剤 で 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル エ ー テ ル 及 び ／
又 は ポ リ オ キ シ エ チ レ ン 硬 化 ヒ マ シ 油 か ら 選 ば れ た １ 種 又 は ２ 種 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤 。
　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 室 内 用 、 ト イ レ 用 、 下 駄 箱 用 、 自 動 車 用 等 の 芳 香 剤 に 用 い る こ と が で き 、 香 り
立 ち が 良 好 で 、 製 造 時 に 加 熱 の 必 要 の な い 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
ゲ ル 状 芳 香 剤 と し て は 従 来 か ら 、 ゼ ラ チ ン や カ ラ ギ ー ナ ン 、 寒 天 な ど 天 然 の ゲ ル 化 剤 を 使
用 し た ゲ ル 剤 、 ゲ ル 状 芳 香 剤 が 知 ら れ て い る 。 し か し 、 こ れ ら の ゲ ル 剤 、 ゲ ル 状 芳 香 剤 は
、 製 造 時 に 加 熱 を 必 要 と す る た め 、 香 料 の 劣 化 を 招 く 欠 点 を 有 し て お り 、 ま た 、 ゲ ル の 透
明 性 が 悪 か っ た り 、 微 生 物 に よ っ て 劣 化 し や す い な ど の 欠 点 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 天 然 ゲ ル 化 剤 を 使 用 し た と き に 、 一 般 的 に 生 じ る 問 題 を 解 決 す る 手 段 と し て 、
天 然 ゲ ル 化 剤 の 替 わ り に 合 成 の ゲ ル 化 剤 を 使 用 す る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 試 み と
し て 、 例 え ば 、 特 開 昭 ５ ９ － ２ ５ ７ ５ ３ 号 公 報 に 、 「 ア ル コ ー ル 類 と 界 面 活 性 剤 を 用 い て
香 料 を 水 に 溶 解 さ せ 、 イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 と ポ リ エ チ レ ン ポ リ ア ミ ン
を 用 い て ゲ ル 化 さ せ る 透 明 な ゲ ル 芳 香 剤 の 製 法 」 に つ い て の 記 載 が あ る 。 し か し な が ら 、
こ の 公 報 に 記 載 の ゲ ル 化 剤 を 記 載 ど お り に 配 合 す る と 、 当 初 ゲ ル 化 は 達 成 で き る も の の 、
経 時 的 に 離 水 や 黄 変 が 生 じ た り 、 あ る い は ゲ ル 化 剤 が 多 す ぎ る た め に 香 り が 弱 ま る 場 合 が
あ り 芳 香 剤 と し て 満 足 の い く も の で は な い こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 の ア ン モ ニ ウ ム 塩 と ポ リ ア ミ ン 類 が 生 ず る ア ン モ
ニ ア の 発 生 や 黄 変 を 抑 え る た め に 、 特 開 平 ７ － １ ２ ６ １ ３ ７ 号 公 報 に は 、 シ ュ ウ 酸 エ ス テ
ル 類 を 配 合 し た 組 成 物 が 記 載 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 シ ュ ウ 酸 エ ス テ ル を 配 合 し た 場
合 、 芳 香 剤 が 揮 散 し 、 残 量 が 少 な く な る に し た が い 、 ゲ ル が 白 濁 し 、 透 明 性 が 悪 く な る と
い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － ８ ４ ９ ７ 号 公 報 は 、 メ チ ル ビ ニ ル エ ー テ ル － 無 水
マ レ イ ン 酸 共 重 合 体 と ア ン モ ニ ア と の 反 応 生 成 物 、 ポ リ ア ミ ン 類 及 び 香 料 等 を 含 む 透 明 水
性 ゲ ル 状 芳 香 剤 を 開 示 す る 。 こ の 試 み は 、 そ の 明 細 書 中 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 「 従 来
の イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 を 用 い 、 ア ン モ ニ ア の 発 生 を 抑 え る た め に 有 機
酸 を 配 合 し た 場 合 に は 、 ゲ ル が 得 ら れ な い 」 と の 認 識 に 基 づ く も の で あ る が 、 前 記 メ チ ル
ビ ニ ル エ ー テ ル － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 体 は 汎 用 的 な ゲ ル 化 剤 と は 言 い が た い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ９ － ２ ５ ７ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － １ ２ ６ １ ３ ７ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ８ ４ ９ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 ゲ ル 化 剤 と し て 汎 用 的 な イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 の ア ン
モ ニ ウ ム 塩 と ポ リ ア ミ ン 類 を 用 い 、 か つ 、 室 温 で の ゲ ル 化 が 可 能 で 加 熱 に よ る 香 料 の 劣 化
が な く 、 香 り 立 ち が 良 好 で 、 経 時 的 に も 微 生 物 等 に よ る ゲ ル の 劣 化 や 黄 変 が 抑 制 さ れ た 透
明 ゲ ル 状 芳 香 剤 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 以 下 の 構 成 を 採 用 す る 。
（ １ ） 香 料 な ら び に こ れ の 可 溶 化 剤 、 イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 の ア ン モ ニ
ウ ム 塩 を ２ ． ０ ～ ５ ． ０ 重 量 ％ 、 こ れ の 架 橋 剤 と し て の ポ リ ア ミ ン を ０ ． １ ０ ～ ０ ． ７ ０
重 量 ％ 、 有 機 酸 及 び ／ 又 は 有 機 酸 の 塩 を ０ ． １ ～ ２ ． ０ 重 量 ％ 、 及 び 水 を 含 有 す る と と も
に 、 前 記 イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 の ア ン モ ニ ウ ム 塩 と 前 記 ポ リ ア ミ ン の 配
合 比 が 重 量 比 で １ ０ ０ ： ４ ～ １ ０ ０ ： ２ ５ で あ り 、 し か も ｐ Ｈ が ５ ～ ７ に 調 整 さ れ た 組 成
物 を ゲ ル 化 せ し め て な る 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤 。
（ ２ ） 有 機 酸 及 び ／ 又 は 有 機 酸 の 塩 が 、 ク エ ン 酸 、 乳 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 及 び こ れ ら の ナ ト リ
ウ ム 塩 か ら 選 ば れ た １ 種 又 は ２ 種 以 上 で あ る （ １ ） 記 載 の 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤 。
（ ３ ） 香 料 の 可 溶 化 剤 が ノ ニ オ ン 系 界 面 活 性 剤 で 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル エ ー テ ル
及 び ／ 又 は ポ リ オ キ シ エ チ レ ン 硬 化 ヒ マ シ 油 か ら 選 ば れ た １ 種 又 は ２ 種 以 上 で あ る （ １ ）
又 は （ ２ ） 記 載 の 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤 は 、 ゲ ル 化 剤 と し て 汎 用 的 な イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共
重 合 物 の ア ン モ ニ ウ ム 塩 と ポ リ ア ミ ン 類 を 用 い 、 か つ 、 室 温 で の ゲ ル 化 が 可 能 で 加 熱 に よ
る 香 料 の 劣 化 が な く 、 香 り 立 ち が 良 好 で 、 経 時 的 に も 微 生 物 等 に よ る ゲ ル の 劣 化 や 黄 変 が
抑 制 さ れ て い る の で 、 そ の 実 用 性 は 極 め て 高 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に お い て 使 用 さ れ る イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 の ア ン モ ニ ウ ム 塩 は 、
分 子 量 ５ ０ ０ ０ ０ 以 上 が 好 ま し く 、 例 え ば 商 品 名 「 イ ソ バ ン １ ０ ４ 」 や 「 イ ソ バ ン １ １ ０
」 （ と も に （ 株 ） ク ラ レ 製 ） 等 の 市 販 品 を あ げ る こ と が で き る 。 該 イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ
レ イ ン 酸 共 重 合 物 の ア ン モ ニ ウ ム 塩 の 配 合 量 は 、 組 成 物 全 体 量 に 対 し て ２ ． ０ ～ ５ ． ０ 重
量 ％ の 範 囲 に 設 定 さ れ る 。 ２ ． ０ 重 量 ％ 未 満 で は ゲ ル 化 せ ず 、 一 方 ５ ． ０ 重 量 ％ を 超 え る
と 、 揮 散 残 分 が 多 く な り 香 り 立 ち が 悪 く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に お い て 使 用 さ れ る ポ リ ア ミ ン は 、 前 記 イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 の
ア ン モ ニ ウ ム 塩 と 架 橋 反 応 す る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。 ト リ エ チ レ ン テ ト ラ ミ ン
、 テ ト ラ エ チ レ ン ペ ン タ ミ ン 、 ペ ン タ エ チ レ ン ヘ キ サ ミ ン 、 ポ チ エ チ レ ン イ ミ ン な ど が あ
げ ら れ 、 例 え ば 商 品 名 「 Ｃ － ２ 」 （ （ 株 ） ク ラ レ 製 ） 等 の 市 販 品 を 用 い る こ と が で き る 。
該 ポ リ ア ミ ン の 配 合 量 は 、 組 成 物 全 体 量 に 対 し て ０ ． １ ０ ～ ０ ． ７ ０ 重 量 ％ で あ り 、 こ の
範 囲 を 外 れ る と 架 橋 反 応 が う ま く 進 行 し な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 で は 、 イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 の ア ン モ ニ ウ ム 塩 と ポ リ ア ミ ン は 重
量 比 で １ ０ ０ ： ４ ～ １ ０ ０ ： ２ ５ の 比 率 で 配 合 さ れ る 必 要 が あ る 。 す な わ ち 、 イ ソ ブ チ レ
ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 の ア ン モ ニ ウ ム 塩 １ ０ ０ に 対 し て ポ リ ア ミ ン の 配 合 量 を ４ 未
満 と す る と 好 ま し い ゲ ル が 得 ら れ ず 、 一 方 、 ２ ５ を 超 え る と 経 時 的 に 離 水 を 起 こ す 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に お い て 使 用 さ れ る 香 料 や こ れ の 可 溶 化 剤 は 任 意 で あ る が 、 該 可 溶 化 剤 と し て ノ ニ
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オ ン 系 界 面 活 性 剤 が 好 ま し く 、 な か で も 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル エ ー テ ル 及 び ／ 又
は ポ リ オ キ シ エ チ レ ン 硬 化 ヒ マ シ 油 か ら 選 ば れ た １ 種 又 は ２ 種 以 上 が 好 適 で あ る 。 前 者 の
具 体 例 と し て は 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン デ シ ル エ ー テ ル 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ラ ウ リ ル エ ー
テ ル 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン セ チ ル エ ー テ ル 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン オ レ イ ル エ ー テ ル な ど が
あ げ ら れ 、 特 に ア ル キ ル 基 の 炭 素 数 が １ ０ な い し １ ２ で あ る ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル
エ ー テ ル が ゲ ル 化 性 能 上 好 ま し い 。
ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ノ ニ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル な ど の 芳 香 族 ノ ニ オ ン 系 界 面 活 性 剤 は 、 香 料
の 可 溶 化 能 は 悪 く な い も の の 環 境 ホ ル モ ン の 問 題 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
一 方 、 ア ニ オ ン 系 界 面 活 性 剤 や カ チ オ ン 系 界 面 活 性 剤 、 両 性 界 面 活 性 剤 は 、 香 料 の 可 溶 化
能 が 低 く 透 明 な ゲ ル が 得 ら れ な い 場 合 が あ る 。 界 面 活 性 剤 の 配 合 量 を 多 く す れ ば 透 明 な ゲ
ル の 調 製 も 可 能 で あ る が 、 香 り 立 ち が 悪 く な っ た り 、 離 水 が 起 き た り す る な ど の 懸 念 を 有
す る 。 こ れ に 対 し て 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル エ ー テ ル や ポ リ オ キ シ エ チ レ ン 硬 化 ヒ
マ シ 油 は 、 環 境 へ の 負 荷 が 少 な く 、 透 明 性 や 香 り 立 ち の 良 好 な ゲ ル 状 芳 香 剤 を 提 供 し え る
も の で あ る 。
な お 、 必 要 な ら ば 、 可 溶 化 剤 の 補 助 成 分 と し て 、 前 記 ア ニ オ ン 系 界 面 活 性 剤 や カ チ オ ン 系
界 面 活 性 剤 、 両 性 界 面 活 性 剤 、 あ る い は 、 ア ル コ ー ル 類 、 グ リ コ ー ル 類 、 グ リ コ ー ル エ ー
テ ル 類 な ど の 溶 剤 を 若 干 量 添 加 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 は 、 上 記 成 分 に 、 有 機 酸 及 び ／ 又 は 有 機 酸 の 塩 を ０ ． １ ～ ２ ． ０ 重 量 ％ 、 及 び 水 を
加 え 、 得 ら れ た 組 成 物 の ｐ Ｈ を ５ ～ ７ に 調 整 し た こ と を 特 徴 と す る 。
有 機 酸 及 び ／ 又 は 有 機 酸 の 塩 と し て は 、 ク エ ン 酸 、 乳 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 及 び こ れ ら の ナ ト リ
ウ ム 塩 か ら 選 ば れ た １ 種 又 は ２ 種 以 上 が 好 適 で あ り 、 ゲ ル の 透 明 性 の 点 で ク エ ン 酸 が 特 に
好 ま し い 。
ｐ Ｈ が ５ 未 満 で は ゲ ル 化 し な い ば か り か 、 香 り の 安 定 性 が 悪 く な る 。 一 方 、 ｐ Ｈ が ７ を 超
え る と 経 時 的 に ゲ ル が 黄 変 し 、 ｐ Ｈ が ８ を 超 え る と ゲ ル 化 が 起 こ ら な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤 に は 、 更 に 必 要 に 応 じ て 他 の 添 加 剤 、 例 え ば 公 知 の 消 臭 剤 、 酸
化 防 止 剤 、 防 腐 剤 、 紫 外 線 吸 収 剤 、 色 素 等 を 配 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤 を 調 製 す る に 際 し て は 、 室 温 に お い て 、 イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ
レ イ ン 酸 共 重 合 物 の ア ン モ ニ ウ ム 塩 を 水 に 溶 解 し 、 静 置 し て 気 泡 を 抜 い た あ と 、 ポ リ ア ミ
ン を 添 加 し 、 次 い で 、 別 に 混 合 し た 香 料 、 可 溶 化 剤 、 有 機 酸 及 び ／ 又 は 有 機 酸 の 塩 、 そ の
他 の 添 加 物 を 添 加 し 、 均 一 に 撹 拌 後 、 容 器 に 充 填 後 、 ゲ ル 化 せ し め れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
特 開 ２ ０ ０ ４ － ８ ４ ９ ７ 号 公 報 に よ れ ば 、 イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 の ア ン
モ ニ ウ ム 塩 と ポ リ ア ミ ン と 有 機 酸 の 組 み 合 わ せ は 不 適 で あ っ た が 、 本 発 明 は 各 成 分 の 配 合
比 と 組 成 物 の 性 状 を 種 々 検 討 し 、 そ の 結 果 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － ８ ４ ９ ７ 号 公 報 の 認 識 を 覆 す
と と も に 、 よ り 実 用 的 な 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤 の 創 製 を 成 し 得 た も の で あ る 。
そ し て 、 本 発 明 の 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤 は 、 室 温 て 製 造 可 能 で 、 透 明 性 に 優 れ 、 香 り 立 ち が よ
く 、 し か も 経 時 的 に も ゲ ル の 劣 化 や 黄 変 が 抑 制 さ れ て い る の で 、 室 内 用 、 ト イ レ 用 、 下 駄
箱 用 、 自 動 車 用 等 の 芳 香 消 臭 剤 な ど と し て 極 め て 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
以 下 実 施 例 を 用 い て 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
表 １ お よ び ２ に 示 す 配 合 量 に し た が い 、 イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 の ア ン モ
ニ ウ ム 塩 を 撹 拌 し な が ら イ オ ン 交 換 水 に 完 全 に 溶 解 さ せ 、 静 置 し 、 脱 泡 し た 。 次 に ポ リ ア
ミ ン を 添 加 し 、 充 分 撹 拌 し た 。 撹 拌 後 、 別 容 器 に て 混 合 し た 香 料 を 含 む そ の 他 の 成 分 を 添
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加 し 、 充 分 撹 拌 し た あ と 、 容 器 に 充 填 し 、 ゲ ル 化 せ し め る こ と に よ り 本 発 明 の 透 明 ゲ ル 状
芳 香 剤 （ 実 施 例 １ ～ ３ ） を 得 た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ れ ら の 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤 の 香 り 立 ち に つ い て 官 能 評 価 を 行 っ た 。 官 能 評 価 は 評 価 点 ５ ～
１ （ ５ ： 非 常 に 強 い 　 ４ ： 強 い 　 ３ ： ち ょ う ど よ い 　 ２ ： 弱 い 　 １ ： 非 常 に 弱 い ） の ５ 段
階 で 評 価 し 、 評 価 点 の 平 均 が ３ 以 上 を ○ 、 ３ 未 満 を × と し た 。
ま た 、 こ れ ら の 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤 を ４ ０ ℃ に ３ ヶ 月 放 置 し た と き の ゲ ル の 安 定 性 お よ び ゲ
ル の 色 の 変 化 を 目 視 に て 評 価 し た 。 結 果 を 併 せ て 表 １ 、 表 ２ に 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の 実 施 例 １ ～ ３ は 、 い ず れ も 透 明 性 を 有 し 、 香 り 立 ち が よ く 、 し か も ゲ ル の 安 定 性
に す ぐ れ た も の で あ っ た 。
こ れ に 対 し 、 比 較 例 １ の よ う に 、 イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 の ア ン モ ニ ウ ム
塩 を ５ ． ０ 重 量 ％ を 超 え て 配 合 し た も の は 香 り 立 ち が 悪 か っ た 。 ｐ Ｈ が ７ を 超 え る 比 較 例
２ は 、 透 明 性 を 有 し 香 り 立 ち も よ か っ た が 、 経 時 的 に 黄 変 が 生 じ た 。 ま た 、 ｐ Ｈ が ８ を 超
え る 比 較 例 ３ は ゲ ル 化 し な か っ た 。 更 に 、 イ ソ ブ チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 物 と ポ リ
ア ミ ン の 重 量 比 が １ ０ ０ ： ２ ７ の 比 較 例 ４ は 、 経 時 的 に 離 水 を 起 こ し 不 適 で あ っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 の 透 明 ゲ ル 状 芳 香 剤 は 、 芳 香 ・ 消 臭 剤 分 野 だ け で な く 、 例 え ば 、 殺 虫 ・ 殺 ダ ニ 剤 、
抗 菌 剤 、 忌 避 剤 、 虫 よ け 剤 等 の 分 野 に も 利 用 で き る 可 能 性 が あ る 。
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